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 グラファイトは炭素の二次元蜂の巣構造が積み重なった層状物質である。その電子構造はブリ

ルアンゾーン境界にて円錐形のような分散を示し、フェルミ準位で価電子帯の頂点と伝導帯の底

がわずかにずれて重なることで半金属的に振る舞う [1]。近年、超短パルス光照射により引き起

こされるグラファイト、およびその単層物質であるグラフェンの特異な光学応答が注目され始め、

オプトエレクトロニクス、プラズモニクス、ナノフォトニックデバイス等への応用が期待されて

いる [2, 3]。しかし、超短パルス光照射による励起後の非平衡なキャリアダイナミクスに関し

ては、理論的な解釈や実験手法の困難さ故にまだ不明な点も多い。 

 そこで本研究では、高次高調波レーザーを利用した時間分解光電子分光法により、光励起後の

グラファイト内の電子系の緩和過程をリアルタイムで観測することで、その超高速キャリアダイ

ナミクスを調べた。時間分解光電子分光実験では、プローブ光として27.9 eVの高次高調波レー

ザーを、ポンプ光として3.1 eVのレーザー光を用いた。時間分解能、エネルギー分解能はそれぞ

れ120 fs、400 meVであり、ポンプ光強度は250 μJ/cm2である。 

 Fig. 1に各遅延時間での差分ARPESスペクトルを示す。遅延時間t = 0 fsでポンプ光照射によ

る非占有準位側の光電子強度が増え始め、t = 200 fsで非占有準位がはっきり見えるようになる。

その後、数psの時間スケールで緩やかに緩和していく様子が観測された。ポスターセッションで

は、これらのARPESスペクトルをより詳細に解析した結果得られた、電子温度の過渡変化、緩和

の結合エネルギー依存性、光学フォノンの放出を介したバレー内・バレー間緩和モデルなどにつ

いて紹介する。 

 

Fig. 1. ポンプ光照射前後での差分ARPESスペクトル 
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